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温故知新＝ふるきをたずね、あたらしきをしる
「論語」という孔子（昔の中国の政治家、教育者）と弟子の会話を記録したものの中にある言葉。

「子曰、温故而知新、可以為師矣」＝「子日く、故きを温ねて新しきを知れば、以って師と為る可し」

(しいわく、ふるきをたずねて あたらしきをしれば、もってしとたるべし)

訳 「孔子先生はおっしゃいました。古くからの伝えを大切にして新しい知識を得て行くことがで

きれば、人を教える師となることができるでしょう」

大沢野中学校の歴史を知り、皆さんがどのように生活していけばよいか考えましょう。

大沢野中学校の開校

昭和５８年（１９８３年）４月６日（水）。大沢野町立大沢野中学校と大沢野町･富山市学校組合

立大久保中学校 が合併して開校。合併するときには反対意見があったり、校名をどうするか、校歌

･校章をどうするか、制服はどうするかなどの問題があった。校歌は大沢野中学校のもの、校章は大

久保中学校のもの、夏服は大久保中学校のもの、冬服は大沢野中学校のものとなった。

校舎は真っ白な外壁で「ホワイトスクール」（白亜の殿堂）と呼ばれた。当時としては先進的な「Ｌ

Ｌ教室」（ＬＬは、ランゲージ・ラボラトリーの略語。音声やビデオなどの機器を使って外国語を学

ぶ教室）や、広い廊下、ランチルームなど画期的な設備だった。

外には、野外ステージ（美術室の北側にある丸いところと芝生）や、すもう広場（友情の池と畑が

あるところに土俵が５つあった）があった。ちなみに、「友情の池」は昭和６３年度に完成している。

グラウンドには３００ｍトラックがあり、トラックの中は芝生だった。

昭和５８年度卒業アルバムから（第１回卒業生）
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創校２０周年記念誌から



創校３０周年記念誌から


